
令和6年

No.80

盛夏号

埼玉空衛協ニュース

埼玉県空調衛生設備協会一般社団法人

白ひげの滝



特 長

耐 震 性
EF（電気）接合により、地震に
強い一体管路を構築します。

耐 食 性
酸性、アルカリ性土壌でもOK。
電食の心配もありません。

施 工 性
軽量なため取り扱いやすく、
施工効率がアップします。

せん断試験で30cmの
強制変位もクリア！

防火区画貫通箇所や火災時に熱の影響を受ける恐れのある場所ではご使用できません。
※使用箇所などについて不明な点は所轄の消防機関へご確認ください。

連結送水管
埋設部

地下式消火栓

連結送水管 放水口

連結送水管
送水口

地上式消火栓

今回通知の範囲

消火栓
ポンプ

消火栓格納庫
消火栓ポンプ室

防火対象物 防火対象物

1.6MPaで
認定取得

最高使用圧力

屋内消火配管埋設用途・湿式泡消火設備埋設用途（※消火剤混合装置の一次側で水配管に限る）
湿式水噴霧配管埋設用途にもご使用いただけます。

・耐火VPパイプ 耐火DV継手

建物用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管・継手（建物排水・通気用）

中間層が膨張し延焼を防止！ 燃焼後

延焼防止延焼防止

公共住宅建設工事共通仕様書
(令和元年度版から掲載)

SHASE-S 010
空気調和・衛生設備工事標準仕様書

関東での結露検討結果（気象庁データでの検討）

生活排水での使用において、保温材は不要です。

断続的に水が流れる実物件より厳しい約30分の連続排水(半管流)の条件で耐火VPパイ
プと耐火DV継手75A(横引き使用時)から結露水が滴下する条件を実験的に求めた。

本検討の温湿度条件は日平均のデータにつき、
実使用環境と検討条件に差異があると検討結果
と異なる状況となることがあります。
原則として一般的な生活環境下および生活排水
での使用を想定しております。特殊な環境下（高
温多湿・低水温・極寒地での屋内雨水配管等）に
おける保温レス配管をご検討の際には、詳細の
温湿度計測データをご用意しておりますので、営
業所へお問い合わせください。

結露
実験

耐火VPパイプの結露性能を確認！ 結露水の滴下なし！
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気象庁データ
（地点:東京,期間:6月-8月）
水温20℃の滴下境界線

適用部位

連結送水管埋設部へ樹脂管の使用が通知されました！

に掲載されています。

高圧消火管・継手

消火設備配管用高性能ポリエチレン管・継手

呼び径125新発売！
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お客様のご要望をもとに、改善・開発しました！！

直結給水ブースタポンプユニット

MC5S型

1 施工性の向上 2 搬入しやすい
ユニット本体（ポンプ部）と架
台をセパレート式に。狭い設
置場所でもスムーズに搬入で
きます。

ユニット本体
（ポンプ部）

架台

▲制御盤を引き出す

▲制御盤を前面へ回転させる

▲制御盤が正面になります

4 制御盤回転仕様（オプション対応）

北関東支店　〒337-0053 さいたま市見沼区大和田町2-1018-2

TEL.048-681-7822 FAX.048-681-7082
www.teral.net

東京・大阪など
全国9支店・53営業所

天井が低い設置場所では、制
御盤を前面へ回転させて、正
面からメンテナンスが可能に
なりました。（特許出願中）

3 　 MainteraIを搭載
（携帯メンテナンスツール）

専用の携帯アプリを
使って、ユニットの扉
を閉めたまま運転状
況を確認。サーバへ
保管したメンテナン
ス記録から点検報告
書を出力できるの
で、事務作業の時間
も短縮できます。

架台のみ設置して作業するため、
あらゆる方向から作業が可能。

架台脚をなくしたことで、
キャビネット内の配管施
工時の作業性が向上。

メ ン テ ラ ル
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で
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
、
協
会
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
か

ら
も
多
く

の
祝
辞
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

選
任
さ

れ
た
役
員

は
次
の
通

り
。

※
敬
称
略

▽
会
長
＝

長
沼
章

▽
副
会
長

＝
中
村
浩
之
、宮
澤
英
修
、

大
原
喜
四
郎

▽
理
事
＝
横
田
生
樹
、

瀬
田
雄
一
、
新
井
清
太
、

三
瓶
孝
宏
、
荻
野
雅
宏
、

業
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、
多
く
の

来
賓
や
賛
助
会
員
も
加
わ

り
、
懇
親
会
を
開
き
ま
し

た
。
冒
頭
、
埼
玉
県
の
大

野
元
裕
知
事
代
理
で
出
席

さ
れ
た
県
土
整
備
部
の
小

島
茂
副
部
長
、
県
住
宅
供

給
公
社
の
庄
司
健
吾
理
事

長
、
埼
玉
県
議
会
の
齊
藤

邦
明
議
長
、
同
協
会
顧
問

の
田
村
琢
実
県
議
会
議
員

ら
多
数
の
来
賓
や
会
員
を

前
に
、
新
役
員
を
紹
介
し

ま
し
た
。
代
表
し
て
長
沼

会
長
は
「
協
会
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
、
全
力
で

取
り
組
む
覚
悟
で
す
」
と

決
意
を
示
し
た
。
来
賓
の

事
に
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
し
た
。
続
い
て
議

案
の
審
議
に
移
り
、
前
年

度
事
業
報
告
や
本
年
度
の

事
業
計
画
、
収
支
予
算
な

ど
を
原
案
通
り
に
承
認
し

ま
し
た
。
本
年
度
事
業
に

つ
い
て
は
、
業
界
全
体
の

課
題
で
あ
る
次
世
代
を
担

う
若
手
職
員
の
確
保
・
育

成
、
技
術
力
向
上
を
図
る

第
53
回
定
時

総
会
を
５
月
17

日
、
さ
い
た
ま

市
内
の
ホ
テ
ル

ブ
リ
ラ
ン
テ
武

蔵
野
で
開
催

し
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
新
た

な
会
長
に
長
沼

章
氏
（
長
沼
設

備
工
業
）
を
選

任
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
前
会
長

の
飯
沼
章
氏
は

「
前
年
度
も
会

員
皆
さ
ま
の
協

力
に
よ
り
、
無

た
め
、
若
年
労
働
者
の
育

成
と
指
導
に
力
を
入
れ
、

協
会
全
体
の
若
返
り
を
図

り
、
正
会
員
と
賛
助
会
員

と
の
協
調
な
ど
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
運
営
に
努
め
て

い
く
と
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
研
修
・
講
習
会
事
業

で
は
、
新
人
技
能
講
話
や

１
・
２
級
管
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験
に
向
け

た
受
験
講
習
会
、
管
工
機

材
生
産
工
場
の
視
察
研

修
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
で
は
、
理
事
と
監
事

を
決
議
し
た
後
に
開
い
た

理
事
会
に
お
い
て
、
新
た

な
会
長
に
長
沼
章
氏
、
副

会
長
に
中
村
浩
之
氏
（
貫

井
産
業
）、
宮
澤
英
修
氏

（
ミ
ヤ
ザ
ワ
工
業
）、
大
原

喜
四
郎
氏
（
新
研
設
備
工

佐
々
木
忍
、
佐
藤
公
則
、

有
路
正
章

▽
監
事
＝
清
水
龍
男
、

吉
野
弘
晃
、
髙
林
守

２ 第53回定時総会、会長あいさつ、目次、
 表紙写真紀行
３ 県都市整備部　伊田恒弘部長寄稿、７月月例会、
 夜間緊急センター説明会
４ 県営住宅保守点検業務説明会、
 県にソーラーパネル寄贈
５ 女性の広場
６・７ 支部だより、若手・中堅社員フォローアップ研修
８ 賛助会員寄稿
９ 賛助会員名簿
１０・１１ 支部別会員名簿
最終面 盆栽シリーズ、編集後記

目　次 表紙写真＝白ひげの滝（北海道美瑛町）
提供＝二科会写真部会員 不破隆夫（不破設備工業㈱）

第第
5353
回
定
時
総
会
を
開
催

回
定
時
総
会
を
開
催

新
会
長
に
長
沼
氏
選
出

表
紙
写
真
紀
行

表
紙
写
真
紀
行

　
北
海
道
美
瑛
町
・
白
金
温
泉
付
近
に
あ
る
白
ひ

げ
の
滝
。
落
差
30
ｍ
、
通
称
「
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
」

の
滝
の
上
か
ら
撮
影
。
日
本
で
も
珍
し
い
潜
流
爆

に
分
類
さ
れ
る
滝
で
す
。

不
破
設
備
工
業
㈱

　不
破

　隆
夫

二
科
会
写
真
部
会
員

「
白
ひ
げ
の
滝
」

担
い
手
確
保
育
成
や
働
き

方
改
革
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
が
積

極
的
に
進
め
て
い
る
建
設

Ｄ
Ｘ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
工
事
が
、
今
後
は

設
備
工
事
や
小
規
模
工
事

ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
わ
れ
わ
れ

会
員
は
、
工
事
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
や

遠
隔
臨
場
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
研
修
等
を
行
い
、

会
員
企
業
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
生
産
性

向
上
に
つ
な
が
り
、
時
間

外
労
働
の
抑
制
や
働
き
方

改
革
に
つ
な
が
る
も
の
と

会
員
皆
さ
ま
に

は
、
日
頃
か
ら
暖
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
私

は
、
５
月
17
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
本
年

度
の
定
時
総
会
で
新

た
な
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
長
沼
章
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
建
設
業
界
で

は
、
い
よ
い
よ
本
年

４
月
か
ら
、
時
間
外

労
働
の
罰
則
付
き
上

限
規
制
の
適
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。
設
備

業
界
に
お
い
て
も
、

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
協
会
や
設
備
業

界
の
独
自
性
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
分
離
分
割
発
注
を
県

に
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
業
界
へ
の
入
職
促
進

や
技
術
者
確
保
・
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、会

員
企
業
を
紹
介
し
た
冊
子

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
大
学
や
高
校
な

ど
Ｐ
Ｒ
活
動
も
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
協
会
は
、
県
営

住
宅
給
水
施
設
保
守
点
検

業
務
を
44
年
に
わ
た
り
受

託
し
て
き
た
実
績
が
象
徴

し
ま
す
よ
う
に
、
地
元
を

代
表
す
る
信
頼
さ
れ
た
設

備
専
門
業
者
で
あ
り
、
か

つ
県
内
全
域
に
存
在
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
さ
を

誇
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

良
さ
を
今
一
度
見
直
し
、

強
み
と
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
全
力

建設DXや
� 働き方改革に重点
一般社団法人　
埼玉県空調衛生設備協会� 会長　長沼　章

会長あいさつ

総会後の懇親会で新役員体制を紹介しました
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８
月
か
ら
運
用
を
開
始

す
る
「
夜
間
緊
急
セ
ン

タ
ー
」
の
説
明
会
を
、
７

月
10
日
に
さ
い
た
ま
市
内

の
埼
玉
県
管
工
事
会
館
で

開
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

県
住
担
当
会
員
の
う
ち
、

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
希

望
す
る
38
社
の
責
任
者
ら

が
出
席
。
運
用
開
始
に
あ

た
り
、
対
応
結
果
の
閲
覧

方
法
や
メ
ー
ル
送
受
信
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
会
員

企
業
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
協
会
独
自
の
県
住

電
話
対
応
と
し
て
計
画
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
入
居

者
か
ら
の
緊
急
連
絡
は
、

県
住
宅
供
給
公
社
の
県
営

住
宅
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

入
っ
た
連
絡
が
担
当
企
業

に
連
絡
が
入
る
仕
組
み
で

し
た
が
、
実
際
は
緊
急
性

の
な
い
も
の
も
含
ま
れ
、

夜
間
の
電
話
は
担
当
企
業

の
負
担
に
も
な
っ
て
い
ま

し
た
。
協
会
の
「
夜
間
緊

急
セ
ン
タ
ー
」
は
こ
の
間

に
入
り
、
緊
急
性
が
あ
る

か
ど
う
か
を
外
注
す
る
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
振
り
分

け
、
建
物
全
体
に
波
及
す

る
緊
急
案
件
は
担
当
企
業

へ
電
話
連
絡
し
た
り
、
担

当
支
部
へ
メ
ー
ル
を
送

信
。
住
戸
の
個
別
対
応
で

緊
急
性
が
低
い
も

の
は
、
翌
日
以
降

に
担
当
企
業
か
ら

入
居
者
へ
連
絡
す

る
旨
を
案
内
し
、

担
当
支
部
へ
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま

す
。
対
応
時
間
は

平
日
が
17
時
か
ら

９
時
。
土
日
祝
日

は
24
時
間
体
制
で

す
。質
疑
応
答
で
は
、シ
ス

テ
ム
の
操
作
や
メ
ー
ル
の

受
信
ア
ド
レ
ス
、
夏
季
休

暇
の
対
応
等
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
の
月
例
会
を
７
月

10
日
に
さ
い
た
ま
市
内
の

埼
玉
県
管
工
事
会
館
で
開

き
、
正
会
員
と
賛
助
会
員

が
出
席
す
る
中
、
報
告
・

連
絡
事
項
と
し
て
、
国
や

県
関
係
課
か
ら
提
供
の

あ
っ
た
情
報
を
共
有
し
た

ほ
か
、
埼
玉
県
警
か
ら
講

師
を
招
き
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
現
状
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
、
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
の
具
体
的
な
予

防
策
を
学
び
ま
し
た
。

冒
頭
、
長
沼
会
長
は

「
し
っ
か
り
と
講
演
の
内

容
を
聞
い
て
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

講
演
は
、
埼
玉
県
警
本

部
生
活
安
全
部
サ
イ
バ
ー

局
サ
イ
バ
ー
対
策
課
の
森

結
可
巡
査
部
長
を
講
師
に

招
き
ま
し
た
。
森
巡
査
部

長
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
上
の
注
意
点

や
デ
マ
情
報
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐

欺
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

な
ど
の
手
口
を
映
像
や
音

声
で
紹
介
し
な
が
ら
、
ト

ラ
ブ
ル
や
詐
欺
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
の
予
防
策

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。

報
告
・
連
絡
事
項

で
は
、
県
建
設
管
理

課
か
ら
、
県
の
週
休

２
日
制
モ
デ
ル
工
事

試
行
要
領
の
改
正
に

向
け
た
今
後
の
対
応

と
、
県
の
総
合
評
価

落
札
方
式
に
係
る
説

明
動
画
の
掲
載
に
つ

い
て
情
報
提
供
。
ま

た
埼
玉
建
産
連
か

ら
、
建
設
事
業
者
の

た
め
の
雇
用
管
理
研
修
や

ド
ロ
ー
ン
研
修
会
に
つ
い

て
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

活発に質疑応答が行われた説明会

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
で
研
修

８
月
か
ら
運
用
開
始
で
説
明
会 ７

月
定
例
会
を
開
催

県
住
電
話
応
対「
夜
間
緊
急
セ
ン
タ
ー
」

県警の森巡査部長が
サイバー犯罪について講演しました

「
風
と
水
と
」
令
和
６

年
盛
夏
号
が
発
刊
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
空
調
衛
生
設
備

協
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

頃
か
ら
県
の
都
市
整
備
行

政
の
推
進
、
並
び
に
災
害

時
に
お
け
る
給
排
水
設
備

等
の
応
急
対
策
業
務
の
協

定
、
さ
ら
に
は
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
を
は
じ

め
毎
年
防
災
備
品
の
御
寄

附
を
頂
く
な
ど
、
御
支
援

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
県
は
「
人
口
減
少
・

超
少
子
高
齢
社
会
の
到

来
」、
そ
し
て
「
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
自
然
災
害
な

ど
へ
の
危
機
対
応
」
と
い

う
２
つ
の
歴
史
的
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
県
都

市
整
備
部
で
は
、「
魅
力

と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都
市

づ
く
り
」、「
災
害
に
強
く

暮
ら
し
や
す
い
都
市
づ
く

り
」、「
ス
マ
ー
ト
技
術
に

よ
る
便
利
で
快
適
な
都
市

づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
く
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。都

市
計
画
や
市
街
地
整

備
、
公
園
整
備
の
ほ
か
、

営
繕
設
備
な
ど
、
県
民
生

活
に
直
結
す
る
業
務
が
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
と
り
わ
け
空
調
・
衛

生
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
業
務
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
協
会

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
県
有
施
設
の
約

半
数
は
、
築
後
40
年
以
上

が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
県
で
は
計
画
的
に
予

防
保
全
工
事
を
実
施
し
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
改
修
工
事
に
あ

た
っ
て
は
、
費
用
対
効
果

に
配
慮
し
つ
つ
高
効
率
な

機
器
を
導
入
す
る
な
ど

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
取
組
を
進
め
、

安
全
か
つ
快
適
に
御
利
用

い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
築
工
事
で
は

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
）
を
積
極
的
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
、
建
設

業
界
に
お
い
て
も
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
働

き
方
改
革
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
都
市
整
備

部
に
お
き
ま
し
て
も
、
業

界
が
健
全
で
持
続
的
な
発

展
を
遂
げ
る
た
め
、
原
則

す
べ
て
の
工
事
で
週
休
２

日
促
進
モ
デ
ル
を
適
用
す

る
と
と
も
に
、
工
事
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
の
利
用
の

拡
充
や
遠
隔
臨
場
の
実

施
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
普

及
啓
発
を
図
る
な
ど
、
現

場
の
労
働
環
境
改
善
や
生

産
性
向
上
に
寄
与
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

引
き
続
き
、
県
行
政
に

対
す
る
一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
埼
玉
県

空
調
衛
生
設
備
協
会
の

益
々
の
御
発
展
と
皆
様
の

御
健
勝
、
御
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く

�

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

埼
玉
県
都
市
整
備
部
長
　
伊
田
　
恒
弘



３
月
28
日
、
県
庁
の
県

土
整
備
部
と
県
危
機
管
理

防
災
部
を
訪
れ
、
防
災
支

援
備
品
と
し
て
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
寄
贈
し
ま
し

た
。寄

贈
し
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

「Anker625SolarPanel

（100w

）」
は
、昨
年
寄
贈

し
た
蓄
電
池
に
接
続
が
可

能
で
す
。
１
月
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
で
は
、

停
電
が
数
日
間
も
続
い
た

こ
と
か
ら
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
で

昼
間
に
蓄
電
し
て
夜
間
に

備
え
る
と
い
う
中
長
期
の

対
策
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
が

可
能
で
、
直
接
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
充
電
も
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
協
会
が
一
昨

年
寄
贈
し
た
投
光
器
に
も

接
続
で
き
る
こ
と
か
ら
、

県
か
ら
は
「
こ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
充
実
し
た
災
害
支
援
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
、

全
て
の
県
土
整
備
事
務
所

と
、
県
内
５
カ
所
の
防
災

基
地
（
越
谷
、
新
座
、
秩

父
、
中
央
、
熊
谷
）
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
24
日
、
令
和
６
年

度
の
県
営
住
宅
給
水
施
設

保
守
点
検
等
業
務
担
当
者

説
明
会
を
、
さ
い
た
ま
市

内
の
埼
玉
県
管
工
事
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
同
協
会
が
受
託
し
た

業
務
を
担
当
す
る
企
業
の

担
当
者
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。
発
注
側
の
埼
玉
県
住

宅
供
給
公
社
か
ら
は
公
営

住
宅
技
術
課
と
県
内
４
支

所
か
ら
計
６
人
の
職
員
を

招
き
、
本
年
度
の
保
守
点

検
や
修
繕
工
事
時
の
注
意

事
項
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
飯

沼
会
長（
当
時
）は
「
受
託

し
た
業
務
は
大
変
な
業
務

だ
が
、
し
っ
か
り
と
行
っ

て
、
居
住
者
や
県
民
に
快

適
な
生
活
を
提
供
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
続
い
て
公
社
を
代
表

し
て
、
公
営
住
宅
技
術
課

の
会
田
卓
永
課
長
は
「
築

35
年
以
上
の
県
営
住
宅
は

50
％
を
超
え
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
使
用
し
て
い
く
た

め
に
、
皆
さ
ま
の
経
験
と

知
識
が
大
変
重
要
に
な

る
」と
述
べ
、引
き
続
き
協

力
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
最
初
に
事

務
局
の
中
村
事
務
局
長

が
、
給
水
施
設
点
検
表
や

自
主
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、
提
出
書
類
の
注
意
点

を
説
明
。
続
い
て
公
社
の

黒
川
主
任
は
、
本
年
度
の

業
務
内
容
に
つ
い
て
、
住

宅
の
施
設
概
要
や
保
守
点

検
、
修
繕
等
の
内
容
を
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

質
疑
応
答
で
は
、
住
居
内

の
県
負
担
と
入
居
者
負
担

の
区
別
、
夜
間
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
対
応
、
時
間
外

と
緊
急
の
対
応
費
な
ど
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

− 4 −

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
県
に
寄
贈

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
県
に
寄
贈

協
会
の
防
災
支
援
事
業
で

長沼副会長（当時）が目録を手渡しました
（㊤県土整備部㊦県危機管理防災部）

中央防災基地に搬入

本
年
度
の
業
務

内
容
等
確
認

県
住
の
給
水
施
設
保
守
点
検
説
明

県
住
の
給
水
施
設
保
守
点
検
説
明
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長沼設備工業㈱
長沼　あおい

『今どきのプール』

『がんばれ日本！！』

『猛夏を
� 乗り越えるために』

『日常の喜び』

『ひとり時間』

我が子の小学校はプールが故障しており、今年は試験
的に地域のスイミングスクールで授業が行われるそうです。
親としては、室内で虫が浮いていない綺麗な水、インス

トラクターがついてくれる、となんとも羨ましく思いましたが、
子供達は「12月もプールに入るなんて！」「学校のプールだ
から楽しいのに！」と、あまり良い反応は得られず。
嘆きを聞きながら、夏休みも毎日通って、雨の日には唇

が青くなってしまう友達がいて。そんな私の小学生の頃を
思い出していました。

㈱オールワン
今井　由夏

2月下旬、夫が交通事故に合い、 3 週間ほどの入院
を経ての自宅療養中、私が帰宅すると食事（酒のツマミ）
を用意してくれているという何とも幸せな日々が続きました。
食事の準備に対する感謝はもちろんの事、毎晩一緒に食
事が出来る喜びを感じました。
というのも、夫の仕事柄、日々のすれ違いが多く、一緒
に食事をする事は月に 2 ～ 3 回ほどが通常。毎晩のよう
に食を共にするのは結婚11年目にして初めての事でした。
新婚の頃、少しは寂しくもあったような気がしますが、
慣れてくると一人は楽チンと思うようになっていました。
夫の仕事復帰後は、すっかり元の生活に戻っています

が、今回の事故で一緒に当たり前の何かをする喜びを改
めて感じられて良かったです。痛い思いをした夫には申し
訳ないけど。

㈱協同エンジニアリング
茗ヶ原　尚子

バレーボールが大好きで学生時代からずっと続けています。
ママさんバレーで少し張り切りすぎて怪我をしてしまい、
今は充電中です。
続けてこれたのも家族の協力があり感謝しています。
散歩したりして少しずつ体力を戻すことに日々 努力していま

す。
ネーションズリーグで盛り上がった日本代表。
沢山の感動を与えてもらいました。子供達もパリに行き

たい。実際に観て応援したいと叫んでいました。
これから始まるオリンピック。主人、子供達と楽しみにし
ています。
がんばれ日本‼がんばれママさん！！

㈲梅沢水道
今野　あす香

半年ほど前から、週に一回ホットヨガに通い始めました。
最初はダイエット目的で入会したものの、週に一度通う

だけではやはり効果は見られず、今はリフレッシュ目的で
通っています。
汗をかいて基礎代謝も上がり、とてもスッキリするのでス

トレス解消にもなります。
何より、家事、育児から離れて、自分のことだけを考え

られる時間があるのは大切だなぁと感じています。
小 1の息子は夫にお願いして、移動、準備を含めて約
２時間。貴重なひとり時間が、毎週の楽しみです。

㈱ヤマト
真庭　真梨

梅雨明け前から、37度越えの日もあり、今年も暑くなり
そうです。
当社が建設業ということもあり、熱中症対策として毎月

の安全朝礼で周知を呼び掛けているのが「暑くなる前か
ら肩までお風呂につかる」「暑い日もシャワーで終わりにし
ない」の ２点です。
私も実践していますが、次はどの入浴剤を買おうか楽し
みになっています。おかげさまで以前に比べクーラー病が
改善され、元気に過ごせています。

女性の広場



サ
ウ
ナ
ー
と
い
う
言
葉

が
流
行
る
な
ど
今
や
空
前

の
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
で
あ

る
。
サ
ウ
ナ
に
は
賛
否
両

論
あ
る
が
御
多
分
に
漏
れ

ず
私
も
サ
ウ
ナ
に
は
ま
っ

て
い
る
。
少
し
で
も
時
間

が
空
け
ば
近
く
の
サ
ウ
ナ

に
行
き
、
旅
先
に
行
け
ば

予
約
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
に
あ
る
サ
ウ
ナ
に
入
る

の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

10
分
6
セ
ッ
ト
を
基
本

に
水
風
呂
、
外
気
浴
を
は

さ
む
。
水
風
呂
の
後
の
外

気
浴
は
「
と
と
の
う
」
瞬

間
で
あ
り
最
高
に
気
持
ち

が
良
い
。
高
温
状
態
に
よ

り
深
部
体
温
が
上
が
り
、

副
交
感
神
経
が
活
性
化
し

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
高
ま

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
気

持
ち
も
前
向
き
に
な
り
集

中
力
も
高
ま
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向

上
も
期
待
で
き
る
。

私
が
行
っ
て
よ
か
っ
た

埼
玉
県
の
お
す
す
め
の
サ

ウ
ナ
を
紹
介
し
た
い
。

・�

さ
い
た
ま
市
浦
和
区　

湯
屋
敷
孝
楽

私
の
ホ
ー
ム
サ
ウ
ナ

で
、
入
館
料
が
平
日

７
０
０
円
土
日
祝
８
０
０

円
と
地
域
最
安
値
で
あ

る
。土

日
は
入
館
規
制
や
サ

ウ
ナ
待
ち
の
行
列
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ネ
ッ
ト
で

確
認
要
。

オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
が

新
し
く
な
り
上
段
は
か
な

り
熱
い
。

・�

朝
霞
市　

朝
霞
駅
前
徒

歩
１
分　

朝
霞
サ
ウ
ナ

和
（
な
ご
み
）

サ
ウ
ナ
に
特
化
し
た
施

設
、
３
つ
の
サ
ウ
ナ
室
が

あ
り
埼
玉
県
初
の
６
段
雛

壇
サ
ウ
ナ
が
名
物
。

水
風
呂
は
シ
ン
グ
ル

の
５
℃
と
18
℃
が
あ
る
。

5
℃
は
冷
た
す
ぎ
て
や
ば

い
。朝

６
時
か
ら
の
「
朝
ウ

ナ
」
は
10
時
ま
で
８
０
０

円
と
お
得
、
朝
カ
レ
ー

５
０
０
円
も
人
気
。

・�

飯
能
市　

ノ
ー
ラ
名
栗

大
自
然
の
中
で
北
欧
文

化
を
体
験
す
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
テ
ン
ト
サ
ウ

ナ
を
楽
し
め
る
。

自
分
で
テ
ン
ト
を
立

て
、
サ
ウ
ナ
を
組
み
立

て
、
薪
を
割
っ
て
着
火
、

自
作
サ
ウ
ナ
で
楽
し
い
。

サ
ウ
ナ
を
出
て
シ
ャ

ワ
ー
を
あ
び
水
風
呂
プ
ー

ル
へ
、
水
が
よ
く
冷
た
い

が
優
し
く
て
気
持
ち
が
い

い
。バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
も
で
き
、
キ
ャ

ン
プ
気
分
も
味
わ
え
る
。

み
な
さ
ん
も
「
と
と
の

う
」
を
求
め
て
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
か
で
す

か
。い

い
サ
ウ
ナ
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
の
息
子
は
高
校
３
年

生
。
小
学
１
年
か
ら
始
め

た
野
球
も
最
後
の
夏
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

第
１
０
６
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
埼
玉
大
会

が
７
月
11
日
か
ら
開
幕
し

ま
す
。
現
在
そ
の
開
幕
に

向
け
て
残
り
僅
か
な
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

親
と
し
て
ど
う
い
う
心

境
で
最
後
の
夏
を
迎
え
て

い
る
の
か
気
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

先
日
、
毎
年
恒
例
の
大

会
前
の
壮
行
会
で
そ
う
い

う
一
面
を
見
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
野
球
部
員
は

「
一
心
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
基
、
活
動
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
全
員
の
心
を
一
つ

に
す
る
。
方
向
性
だ
け
で

は
無
く
、
支
え
て
も
ら
っ

て
い
る
方
々
や
取
巻
く
環

境
、
道
具
へ
の
感
謝
、
そ

し
て
仲
間
や
野
球
に
対
す

る
想
い
や
信
念
等
、
人
間

力
向
上
を
目
的
と
し
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
の
行
動
や
言
動
は
も

は
や
親
の
認
識
を
超
越
し

て
い
ま
す
。
選
手
達
は
決

し
て
言
葉
遊
び
で
終
わ
ら

ず
実
践
し
、
や
り
切
っ
て

い
ま
す
。

顧
問
の
先
生
か
ら
の
話

で
「
現
在
、
毎
日
一
緒
に

い
る
仲
間
や
家
族
は
そ
れ

ぞ
れ
先
祖
代
々
か
ら
脈
々

と
受
け
継
が
れ
、
こ
の
時

代
に
、
こ
の
土
地
で
、
同

年
代
の
仲
間
達
と
、
同
じ

志
を
持
ち
、
生
活
し
て
い

る
事
は
と
て
つ
も
な
い
奇

跡
で
す
。
常
に
感
謝
し
て

生
き
な
さ
い
」
と
話
し
た

そ
う
で
す
。
私
達
も
年
を

重
ね
る
に
つ
れ
当
た
り
前

の
有
難
さ
を
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

息
子
に
大
会
に
向
け
て

ど
う
考
え
て
る
の
か
を
聞

く
と
、「
最
後
の
ゲ
ー
ム

セ
ッ
ト
に
な
る
ま
で
後
輩

や
同
世
代
の
仲
間
に
積
み

重
ね
て
き
た
俺
の
想
い
を

示
し
て
勇
気
を
持
て
る
よ

う
に
後
押
し
し
て
い
く
」。

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
事
よ
り
後
輩
や
仲
間

の
事
を
想
っ
て
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
息
子
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
仲
間
や
、

後
輩
、
学
校
、
恩
師
、
家

族
、
関
わ
る
全
て
が
私
の

誇
り
で
す
。
息
子
が
最
後

の
夏
に
得
た
も
の
は
「
感

謝
の
心
」。
私
も
最
後
の

夏
に
得
た
も
の
は
「
感
謝

の
心
」。

息
子
へ
「
高
校
球
児
の

親
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
私
達
、
親
も
た
く

さ
ん
成
長
で
き
ま
し
た
」。
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函
館
深
夜
３
時
30
分
の

フ
ェ
リ
ー
で
愛
車
に
荷
物

を
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
み
、

10
時
間
半
か
か
っ
て
埼
玉

到
着
。
寒
さ
に
は
慣
れ
て

い
た
が
、
住
み
始
め
た
新

し
い
家
で
過
ご
す
2
月
26

日
初
め
て
の
夜
、
極
寒
す

ぎ
て
布
団
か
ら
出
る
顔
面

が
凍
る
か
と
思
っ
た
こ
と

を
た
ま
に
思
い
出
す
。
北

海
道
と
言
っ
て
も
函
館
に

住
ん
で
い
た
時
は
家
の
中

は
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
い
う
温
水
暖
房
で

一
定
温
度
に
保
た
れ
て
お

り
、
半
袖
に
パ
ン
ツ
1
丁

が
日
常
だ
っ
た
。
家
の
構

造
が
違
え
ば
暖
房
設
備
の

違
い
に
気
づ
き
、
ま
ず
暖

房
対
策
が
始
ま
っ
た
。
そ

ん
な
こ
と
や
ら
、
荷
物
の

片
付
け
に
追
わ
れ
ゆ
っ
く

り
休
む
間
も
な
く
新
し
い

会
社
に
入
社
。
こ
ち
ら
で

も
設
備
業
の
経
験
を
生
か

し
た
い
と
思
い
、
㈱
杉
本

設
備
と
の
ご
縁
を
頂
き
ま

し
た
。
会
社
に
向
か
う
途

中
に
見
え
る
山
…
あ
れ
は

富
士
山
か
？！
と
思
っ
て
聞

い
て
み
た
ら
浅
間
山
だ
と

知
り
、
埼
玉
大
橋
か
ら
ほ

ぼ
正
面
に
姿
を
現
し
て
い

る
山
が
富
士
山
だ
っ
た

（
笑
）
慣
れ
な
い
土
地
、

初
め
て
の
土
地
は
、
ど
田

舎
だ
が
会
社
の
人
も
近
所

の
人
も
と
て
も
温
か
く
、

わ
た
し
を
受
け
入
れ
て
く

れ
た
気
が
し
た
。

家
の
裏
に
流
れ
る
渡
良

瀬
川
と
田
ん
ぼ
が
一
面
に

広
が
る
新
居
で
の
生
活
は

と
て
も
快
適
さ
を
増
し
て

き
た
。

今
は
休
日
に
彼
女
と

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
、
北
関

東
ぶ
ら
り
旅
を
楽
し
み
な

が
ら
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
目
前

に
仕
事
に
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
冬
が
終

わ
り
春
も
過
ぎ
た
今
、
酷

暑
を
迎
え
只
今
猛
暑
対
策

に
奮
闘
中
で
す
!!!

旅
を
す
る
と
、
ふ
と
不

思
議
な
縁
に
出
逢
う
事
が

あ
る
。
そ
ん
な
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

年
、
映
画
「
翔
ん
で

埼
玉
～
琵
琶
湖
よ
り
愛
を

こ
め
て
～
」
が
上
映
さ

れ
、
埼
玉
県
と
滋
賀
県
の

映
画
館
は
か
な
り
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。
た
だ
、
埼

玉
県
と
滋
賀
県
に
繋
が
り

は
無
く
、
関
東
圏
と
関
西

圏
で
虐
げ
ら
れ
て
い
る
県

同
士
で
こ
の
映
画
が
出
来

た
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
歴
史

を
探
る
と
実
は
深
い
繋
が

り
が
あ
っ
た
の
で
す
。

晩
秋
に
京
都
の
紅
葉
を

観
に
行
こ
う
と
計
画
し
た

も
の
の
、
外
国
人
観
光
客

に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
、
京
都
は
の
ん
び

り
と
観
光
出
来
る
街
で
は

無
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
宿
泊
料
金
も
高
額
な

ホ
テ
ル
ば
か
り
。
そ
こ
で

京
都
を
諦
め
、
観
光
客
が

比
較
的
少
な
い
手
前
の
滋

賀
県
に
も
紅
葉
を
堪
能
出

来
る
名
刹
が
数
多
く
存
在

す
る
と
聞
い
て
訪
ね
る
事

と
し
ま
し
た
。
湖
東
三
山

と
言
わ
れ
る
名
刹
で
の

紅
葉
は
本
当
に
見
事
で

し
た
。
さ
て
名
刹
巡
礼

後
、
地
元
で
勝
運
の
神
と

崇
め
ら
れ
、
そ
の
威
容
か

ら
滋
賀
の
ポ
タ
ラ
宮
と
密

か
に
呼
ば
れ
る
太
郎
坊

宮
（
写
真
）
を
訪
れ
た
時

の
事
、
驚
く
話
を
聞
い
た

の
で
す
。
何
気
な
く
参
拝

者
の
方
と
お
話
を
し
た
時

に
埼
玉
か
ら
来
た
旨
を
伝

え
る
と
、
江
戸
時
代
、
こ

こ
ら
一
帯
は
武
蔵
国
川
越

藩
の
飛
び
領
地
だ
っ
た
と

言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
驚
き
ま
し
た
。
実
際

に
近
く
の
旧
中
山
道
武
佐

宿
に
川
越
藩
主
松
平
周
防

守
の
陣
屋
跡
が
あ
り
、
差

し
詰
め
現
代
で
言
え
ば
川

越
市
役
所
滋
賀
出
張
所
の

様
な
も
の
が
残
っ
て
お
り

ま
す
。
更
に
地
元
地
図
を

見
る
と
近
江
の
名
山
と
書

か
れ
て
い
る
鏡
山
が
。
川

越
市
民
な
ら
誰
も
が
知
る

銘
酒
で
す
。
調
べ
る
と
鏡

山
酒
造
を
興
し
た
の
は
近

江
商
人
で
、
川
越
で
故
郷

を
思
い
、
名
付
け
た
そ
う

な
の
で
す
。
更
に
更
に
滋

賀
県
湖
東
地
域
の
方
々
の

足
で
あ
る
近
江
鉄
道
は
西

武
鉄
道
の
旧
車
両
を
使
用

し
て
お
り
、
そ
の
昔
は
西

武
新
宿
線
を
本
川
越
駅
ま

で
走
っ
て
い
た
車
両
そ
の

も
の
な
の
で
す
。
西
武
グ

ル
ー
プ
の
創
業
者
、
堤
康

次
郎
が
や
は
り
近
江
出
身

で
そ
の
縁
で
近
江
鉄
道
が

西
武
グ
ル
ー
プ
に
入
っ

て
い
る
と
の
事
。
な
の

で
、
関
西
圏
で
存
在
の
確

認
が
難
し
い
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
フ
ァ
ン
が
近
江
鉄
道

沿
線
に
は
居
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
そ
う
い
え
ば
前
滋

賀
県
知
事
の
嘉
田
由
紀
子

さ
ん
も
埼
玉
県
出
身
。
何

か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま

す
。先

に
お
話
し
た
通
り
、

昨
今
、
京
都
は
ど
こ
も
混

雑
が
ひ
ど
い
有
様
で
ゆ
っ

く
り
と
観
光
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
な
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
手
前
の
米
原

で
降
り
て
、
穏
や
か
な
近

江
を
探
訪
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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さんを招き、「企業のイメージアップは一人ひとりのマナーから」をテーマに講演いただきました。
能勢さんは「知識とスキルだけではなく、仕事に向かう姿勢やマインドと行動が影響を与えて
いる。行動が変われば現実が変わる」と強調。続けて、同僚やお客様から信頼されるために必要
な考え方と行動、確実な指示の受け方と効果的な仕事の進め方、さらに成長につながるＰＤＣＡ
サイクルの回し方や、わかりやすい伝え方などを説明しました。受講者は、ビジネスマナーを確
認しながらこれまでを振り返りました。講演する能勢さん



ス
イ
ス
の
奥
地
、
周
り

を
４
０
０
０
ｍ
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
深
い
谷
の
さ

ら
に
奥
深
く
に
、
ツ
ェ
ル

マ
ッ
ト
と
い
う
村
が
あ
り

ま
す
。
先
日
念
願
叶
い
、

こ
の
村
を
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
体

験
し
た
二
つ
の
「
空
気
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

一
つ
目
は
お
い
し
い
空

気
で
す
。
初
め
て
村
に

入
っ
た
と
き
、
そ
の
空
気

の
綺
麗
さ
に
驚
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト
は
ガ
ソ
リ
ン
車

の
乗
り
入
れ
を
禁
止
し
て

お
り
、
村
の
中
は
電
動
車

し
か
走
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
徹
底

さ
れ
た
環
境
整
備
も
あ

り
、
清
澄
な
空
気
が
保
た

れ
て
い
る
の
で
す
。
朝
日

を
浴
び
、
川
の
流
れ
る
音

を
聞
き
な
が
ら
吸
い
込
ん

だ
空
気
は
、
こ
れ
ま
で
で

最
も
お
い
し
い
空
気
で
あ

り
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
人

生
で
一
番
の
薄
い
空
気
を

味
わ
い
ま
し
た
。
村
か
ら

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
僅
か
40

分
、
富
士
山
よ
り
も
高
い

３
８
８
３
ｍ
の
展
望
台
ま

で
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
胸
を
躍
ら
せ
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
に
飛
び
乗
り
ま
し

た
が
、
降
り
る
頃
に
は
肺

が
悲
鳴
を
上
げ
て
お
り
ま

し
た
。
凍
て
つ
く
よ
う
な

風
切
り
音
を
聞
き
な
が
ら

吸
い
込
ん
だ
空
気
は
、
こ

れ
ま
で
で
最
も
苦
し
い
空

気
で
あ
り
ま
し
た
…
が
、

景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
身

を
削
っ
て
で
も
ま
た
行
き

た
い
と
思
え
る
場
所
で
す
。

拙
文
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
魅

力
を
お
届
け
で
き
て
い
ま

し
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

4
月
か
ら
テ
ラ
ル
株
式

会
社
大
宮
営
業
所
配
属
と

な
り
ま
し
た
、
高
橋
嵩
昭

で
す
。

出
身
は
広
島
県
尾
道

市
、
大
宮
営
業
所
に
き
て

体
重
増
加
気
味
の
年
齢
41

歳
に
な
り
ま
す
。

大
学
は
大
阪
の
大
学
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
、
読
書
、
特
に
好
き
な

の
は
野
球
・
バ
ス
ケ
・
ボ

ク
シ
ン
グ
・
陸
上
で
す
。

今
は
こ
の
体
型
で
す
が

昔
は
陸
上
競
技
で
長
距
離

選
手
で
し
た
。

読
書
と
し
て
は
大
沢
在

昌
の
小
説
が
好
き
で
読
ん

で
い
ま
す
。

あ
と
は
長
期
休
暇
の
時

は
、旅
行
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。（
こ
こ
最
近
で

は
山
中
湖
に
行
き
ま
し
た
）

ゴ
ル
フ
も
練
習
し
た
い

の
で
す
が
中
々
出
来
て
お

ら
ず
、
ど
ん
ど
ん
下
手
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

久
し
く
ス
コ
ア
１
０
０

を
切
っ
て
い
な
い
の
で
切

れ
る
よ
う
練
習
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
が
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
色
ん
な
情
報

を
入
れ
す
ぎ
て
何
が
正
し

い
の
か
悩
ん
で
お
り
ま

す
。テ

ラ
ル
歴
と
し
て
は
東

京
支
店
城
東
営
業
所
・
横

浜
営
業
所
・
立
川
営
業
所

と
関
東
近
辺
を
転
々
と
し

て
き
ま
し
た
。

今
回
、
北
関
東
支
店
と

初
め
て
の
支
店
で
の
仕
事

に
な
り
ま
す
。

扱
う
商
材
も
変
わ
っ

て
く
る
所
も
あ
り
、
色

ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
多
い

で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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〒３5０－０８37
岡部バルブ工業㈱
川越市石田1－1
TEL０４9－224－4111　ＦＡＸ０４9－224－4040

〒３3０－０８56
㈱小泉北関東
さいたま市大宮区三橋２－６０３
TEL０４８－６２３－６３１１　ＦＡＸ０４８－６２２－５１０６

〒３3１－０８１２
㈱ノーリツ
さいたま市北区宮原町１－８５３－８
TEL０４８－６５３－３００３　ＦＡＸ０４８－６５３－３１７０

北関東支店

北関東支店
〒３3１－０８１１
渡辺パイプ㈱
さいたま市北区吉野町１－３９９－３
TEL０４８－６５２－９７５１　ＦＡＸ０４８－６５４－１９１３

埼玉営業所
〒３3１－０８１２
東テク㈱
さいたま市北区宮原町３－３７２
TEL０４８－６５３－７８２１　ＦＡＸ０４８－６５３－７８２０

北関東支店
〒３62－０014
リンナイ㈱
上尾市本町３－３－7
TEL０４８－770－6000　ＦＡＸ０４８－776－8012

〒104－0032
日本管材センター㈱
東京都中央区八丁堀2－24－3
TEL０3－5541－5387　ＦＡＸ03－5541－5707

北関東支店
〒３３０－０８５４
三菱電機冷熱機器販売㈱
さいたま市大宮区桜木町１－１１－３
TEL０４８－６５７－３０２２　ＦＡＸ０４８－６５７－３０２３

首都圏支店
〒３３０－０８０１
㈱川本製作所
さいたま市大宮区土手町１－６３－１
TEL０４８－６５０－５８７１　ＦＡＸ０４８－６５０－５８６１

〒３３１－０８１２
ユアサ商事㈱
さいたま市北区宮原町４－７－５
TEL０４８－６５２－１４８１　ＦＡＸ０４８－６５１－８１１０

埼玉支社
〒３３０－０８０２
㈱ＬＩＸＩＬ
さいたま市大宮区宮町２－８１
TEL０４８－６３３－４１２６　ＦＡＸ０４８－６３３－４１５８

東京本社
〒104－8307
㈱クボタケミックス
東京都中央区京橋2－1－3
TEL03－3245－3085　ＦＡＸ03－3245－3840

〒３６０－０８４３
紘永ＣＭＣ㈱
熊谷市三ヶ尻３０４７
TEL０４８－５３２－３９６９　ＦＡＸ０４８－５３２－１４６１

〒３３０－０８54
積水化学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町４－333-13
TEL０４８－６４６－０１６０　ＦＡＸ０４８－６４４－９３１６

北関東支社
〒３３1－081２
TOTO㈱
さいたま市北区宮原町4－24－7
TEL０５７０－０８８７０１　ＦＡＸ０４８－633－6590

〒３４９－０１３１
㈱エヌ・ワイ・ケイ
蓮田市根金１６８９－１
TEL０４８－７６６－１２１１　ＦＡＸ０４８－７６７－１０２１

〒３３２－８５５５
㈱フカガワ
川口市西青木２－９－５
TEL０４８－２５７－３１９６　ＦＡＸ０４８－２４２－０５６６

〒３３０－０８５２
ダイキンＨＶＡＣソリューション東京㈱
さいたま市大宮区大成町３－２７６－１
TEL０４８－６６１－３５２０　ＦＡＸ０４８－６６１－２６２５

〒３３６－００１５
内藤環境管理㈱
さいたま市南区大字太田窪２０５１－２
TEL０120－01－２５９０　ＦＡＸ０４８－８８６－２８１７

北関東営業所
〒３３５－０００５
森松工業㈱
蕨市錦町4－７－１
TEL０４８－４４７－８０６８　ＦＡＸ０４８－４４７－８０９８

北関東支店
〒３３１－０８１１
㈱中西製作所
さいたま市北区吉野町２－１７７－１
TEL０４８－６６７－１０８１　ＦＡＸ０４８－６６３－４０４６

埼玉支店
〒３６２－００84
イシグロ㈱
上尾市壱丁目西１－９
TEL０５０－1704－7087　ＦＡＸ048－615－0755

〒３３１－０８２２
㈱荏原製作所
さいたま市北区奈良町１４－３

北関東支社

TEL０４８－６６６－３３３８　ＦＡＸ０４８－６５２－０８６５

〒３３7－００53
テラル㈱
さいたま市見沼区大和田町2－1018－2
TEL０４８－681－7822　ＦＡＸ０４８－681－7082

北関東支店
大宮営業所

第1種賛助会員

第2種賛助会員

TEL０４８－６４３－２９１１　ＦＡＸ０４８－６４３－２９７９

〒３３０－０８５４
㈱朝日工業社 北関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－１１－９
TEL０４８－６５０－５４００　ＦＡＸ０４８－６４９－６４００

〒３３０－０８４５
三建設備工業㈱ 北関東支店

さいたま市大宮区仲町３－１３－１

TEL０４８－６４４－８４６８　ＦＡＸ０４８－６４５－８３８４

〒３３０－０８０２
ダイダン㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町２－３５

TEL０４８－６４３－２２２２　ＦＡＸ０４８－６４３－２２６３

〒３３０－０８０２
新菱冷熱工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町１－３８－１

TEL０４８－６８７－３２８１　ＦＡＸ０４８－６８７－３４３１

〒３３７－００５１
大成設備㈱ 北関東支店

さいたま市見沼区東大宮５－３０－１５

TEL０４８－６４６－０６０４　ＦＡＸ０４８－６４４－８０８８

〒３３０－０８４６
東洋熱工業㈱ 北関東営業所

さいたま市大宮区大門町３－２２－３
TEL０４８－６６９－３８１１　ＦＡＸ０４８－６６９－３８１２

〒３３１－０８１２
大成温調㈱ 関東支店

さいたま市北区宮原町２－３４－３

TEL０４８－６４４－３４２５　ＦＡＸ０４８－６４９－１９６６

〒３３０－８６６９
三機工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－７－５

TEL０４８－６５０－１２０２　ＦＡＸ０４８－６４３－０８８２

〒３３０－０８54
高砂熱学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町１－10－１6

関信越支店
埼玉営業所

TEL０４８－６４０－５７７５　ＦＡＸ０４８－６４３－０２１１

〒３３０－０８０１
㈱テクノ菱和 北関東支店

さいたま市大宮区土手町１－３８－１

賛　

助　

会　

員　

寄　

稿

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

㈱
テ
ク
ノ
菱
和

北
関
東
支
店

沼
尾
　
皓
大

チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ラ
ル
㈱

大
宮
営
業
所

高
橋
　
嵩
昭
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〒３5０－０８37
岡部バルブ工業㈱
川越市石田1－1
TEL０４9－224－4111　ＦＡＸ０４9－224－4040

〒３3０－０８56
㈱小泉北関東
さいたま市大宮区三橋２－６０３
TEL０４８－６２３－６３１１　ＦＡＸ０４８－６２２－５１０６

〒３3１－０８１２
㈱ノーリツ
さいたま市北区宮原町１－８５３－８
TEL０４８－６５３－３００３　ＦＡＸ０４８－６５３－３１７０

北関東支店

北関東支店
〒３3１－０８１１
渡辺パイプ㈱
さいたま市北区吉野町１－３９９－３
TEL０４８－６５２－９７５１　ＦＡＸ０４８－６５４－１９１３

埼玉営業所
〒３3１－０８１２
東テク㈱
さいたま市北区宮原町３－３７２
TEL０４８－６５３－７８２１　ＦＡＸ０４８－６５３－７８２０

北関東支店
〒３62－０014
リンナイ㈱
上尾市本町３－３－7
TEL０４８－770－6000　ＦＡＸ０４８－776－8012

〒104－0032
日本管材センター㈱
東京都中央区八丁堀2－24－3
TEL０3－5541－5387　ＦＡＸ03－5541－5707

北関東支店
〒３３０－０８５４
三菱電機冷熱機器販売㈱
さいたま市大宮区桜木町１－１１－３
TEL０４８－６５７－３０２２　ＦＡＸ０４８－６５７－３０２３

首都圏支店
〒３３０－０８０１
㈱川本製作所
さいたま市大宮区土手町１－６３－１
TEL０４８－６５０－５８７１　ＦＡＸ０４８－６５０－５８６１

〒３３１－０８１２
ユアサ商事㈱
さいたま市北区宮原町４－７－５
TEL０４８－６５２－１４８１　ＦＡＸ０４８－６５１－８１１０

埼玉支社
〒３３０－０８０２
㈱ＬＩＸＩＬ
さいたま市大宮区宮町２－８１
TEL０４８－６３３－４１２６　ＦＡＸ０４８－６３３－４１５８

東京本社
〒104－8307
㈱クボタケミックス
東京都中央区京橋2－1－3
TEL03－3245－3085　ＦＡＸ03－3245－3840

〒３６０－０８４３
紘永ＣＭＣ㈱
熊谷市三ヶ尻３０４７
TEL０４８－５３２－３９６９　ＦＡＸ０４８－５３２－１４６１

〒３３０－０８54
積水化学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町４－333-13
TEL０４８－６４６－０１６０　ＦＡＸ０４８－６４４－９３１６

北関東支社
〒３３1－081２
TOTO㈱
さいたま市北区宮原町4－24－7
TEL０５７０－０８８７０１　ＦＡＸ０４８－633－6590

〒３４９－０１３１
㈱エヌ・ワイ・ケイ
蓮田市根金１６８９－１
TEL０４８－７６６－１２１１　ＦＡＸ０４８－７６７－１０２１

〒３３２－８５５５
㈱フカガワ
川口市西青木２－９－５
TEL０４８－２５７－３１９６　ＦＡＸ０４８－２４２－０５６６

〒３３０－０８５２
ダイキンＨＶＡＣソリューション東京㈱
さいたま市大宮区大成町３－２７６－１
TEL０４８－６６１－３５２０　ＦＡＸ０４８－６６１－２６２５

〒３３６－００１５
内藤環境管理㈱
さいたま市南区大字太田窪２０５１－２
TEL０120－01－２５９０　ＦＡＸ０４８－８８６－２８１７

北関東営業所
〒３３５－０００５
森松工業㈱
蕨市錦町4－７－１
TEL０４８－４４７－８０６８　ＦＡＸ０４８－４４７－８０９８

北関東支店
〒３３１－０８１１
㈱中西製作所
さいたま市北区吉野町２－１７７－１
TEL０４８－６６７－１０８１　ＦＡＸ０４８－６６３－４０４６

埼玉支店
〒３６２－００84
イシグロ㈱
上尾市壱丁目西１－９
TEL０５０－1704－7087　ＦＡＸ048－615－0755

〒３３１－０８２２
㈱荏原製作所
さいたま市北区奈良町１４－３

北関東支社

TEL０４８－６６６－３３３８　ＦＡＸ０４８－６５２－０８６５

〒３３7－００53
テラル㈱
さいたま市見沼区大和田町2－1018－2
TEL０４８－681－7822　ＦＡＸ０４８－681－7082

北関東支店
大宮営業所

第1種賛助会員

第2種賛助会員

TEL０４８－６４３－２９１１　ＦＡＸ０４８－６４３－２９７９

〒３３０－０８５４
㈱朝日工業社 北関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－１１－９
TEL０４８－６５０－５４００　ＦＡＸ０４８－６４９－６４００

〒３３０－０８４５
三建設備工業㈱ 北関東支店

さいたま市大宮区仲町３－１３－１

TEL０４８－６４４－８４６８　ＦＡＸ０４８－６４５－８３８４

〒３３０－０８０２
ダイダン㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町２－３５

TEL０４８－６４３－２２２２　ＦＡＸ０４８－６４３－２２６３

〒３３０－０８０２
新菱冷熱工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町１－３８－１

TEL０４８－６８７－３２８１　ＦＡＸ０４８－６８７－３４３１

〒３３７－００５１
大成設備㈱ 北関東支店

さいたま市見沼区東大宮５－３０－１５

TEL０４８－６４６－０６０４　ＦＡＸ０４８－６４４－８０８８

〒３３０－０８４６
東洋熱工業㈱ 北関東営業所

さいたま市大宮区大門町３－２２－３
TEL０４８－６６９－３８１１　ＦＡＸ０４８－６６９－３８１２

〒３３１－０８１２
大成温調㈱ 関東支店

さいたま市北区宮原町２－３４－３

TEL０４８－６４４－３４２５　ＦＡＸ０４８－６４９－１９６６

〒３３０－８６６９
三機工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－７－５

TEL０４８－６５０－１２０２　ＦＡＸ０４８－６４３－０８８２

〒３３０－０８54
高砂熱学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町１－10－１6

関信越支店
埼玉営業所

TEL０４８－６４０－５７７５　ＦＡＸ０４８－６４３－０２１１

〒３３０－０８０１
㈱テクノ菱和 北関東支店

さいたま市大宮区土手町１－３８－１
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北  部  支  部北  部  支  部

さ い た ま 支 部さ い た ま 支 部

電  話
ＦＡＸ

県南設備工業株式会社
さいたま市見沼区東大宮２－３１－２
〒 ３ ３ ７ － ０ ０ ５ １

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）５ ９ ４ １ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ １ ）０ ２ ６ ４

電  話
ＦＡＸ

大宮管工株式会社
さ い た ま 市 北 区 奈 良 町 １ ５ ４
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ２ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）２ １ ５ ４ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ ２ ）７ ８ ３ ３

三水冷熱株式会社
さいたま市桜区西堀１０－１２－２９
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ３ ）７ １ ５ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）９ ６ ５ ３

積田冷熱工事株式会社
さ い た ま 市 緑 区 大 門 2 6 1 9
〒 ３ ３ 6 － ０ 9 6 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 6 7 ）6 0 5 １ ㈹
０ ４ ８（ 7 6 7 ） 6 9 0 1

株式会社清水アーネット
熊 谷 市 問 屋 町 ３ － ３ － 1 2
〒 ３ ６ ０ － ８ ５ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）０ １ ２ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ６ ）６ ５ ２ ４

オ キ ナ ヤ
熊 谷 市 江 南 中 央 ２ － １ ７ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ １１ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ３ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ４ ４

株式会社

電  話
ＦＡＸ

大 ク マ 工 業
さいたま市中央区鈴谷９－１３－８
〒 ３ ３ ８ － ０ ０ １３

０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）６ ８ ６ ２ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）２ ９ ２ １

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市大宮区櫛引町１－８２３
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ５ １

深井設備工事

０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ９ ７ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ５ ０

株式会社

電  話
ＦＡＸ

ミヤザワ工業株式会社
鴻 巣 市 笠 原 １ ６ ８ ８ － １
〒 ３ ６ ５ － ０ ０ ２ ３

０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）６ ４ １７ ㈹
０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）５ ２ １ ８

ハギワラ株式会社
さいたま市見沼区深作3－ 2 4 － 3
〒 ３ ３ 7 － ０ ０ 0 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 1 ）0 2 2 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 6 9 ） 6 5 9 2

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台１－１－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

埼 玉 ヤ マト

０ ４ ８（ 7 5 7 ）2 2 0 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 2 2 1 8

株式会社

電  話
ＦＡＸ

シ ン エ イ
さ い た ま 市 北 区 本 郷 町 ２ ６ ０
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ０ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）３ ３ ６ ６ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ７ ）６ ２ ２ ９

株式会社

ア ス テ ッ ク
さいたま市桜区道場字拾石田７０９－１
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ０ ０

株式会社

オ ール ワ ン
さいたま市 見 沼 区 片 柳 1 － 1 1 6
〒 ３ ３ 7 － ０ 0 2 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 8 ） 6 8 8 8
０ ４ ８（ 6 8 5 ） 0 5 5 1

株式会社

電  話
ＦＡＸ

富士管工株式会社
さいたま市大宮区吉敷町４－１１－１
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ４ ３

０ ４ ８（ ６ ４ １ ）２ ３ ８ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ４ ４ ）６ ８ ４ ３

電  話
ＦＡＸ

上 尾 市 小 泉 ９ － ３ － １ ４
〒 ３ ６ ２ － ０ ０ ６ ３

金 子 設 備

０ ４ ８（ ７ ７ ３ ）６ ０ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ７ ７ ４ ）６ ２ ５ ７

株式会社

電  話
ＦＡＸ

アサヒ住建株式会社
さいたま市西区大字飯田新田86－1
〒 ３ 3 1 － 0 0 6 8

０ ４ ８（ 7 2 8 ） 7 5 7 6
０ ４ ８（ 7 2 8 ） 6 8 4 0

電  話
ＦＡＸ

志 木 市 下 宗 岡 ３ － ４ － ９
〒 ３ ５ ３ － ０ ０ ０ ３

細 田 管 工

０ ４ ８（ ４ ７ ３ ）７ ２ ３ ２ ㈹
０ ４ ８（ ４ ７ ５ ）２ ０ ７ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ ９ － ０ ０ 8 2

サイエイヤマト

０ ４ ８（ ７ ５ ８ ）１ ３ ０ ８ ㈹
０ ４ ８（ ７ ５ ６ ）５ ８ ８ ９

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市桜区西堀８－１２－１５
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

新研設備工業

０ ４ ８（ ８ ５ ６ ）２ ９ １１ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ １ ）５ １ ５ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市南区鹿手袋３－４－１０
〒 ３ ３ ６ － ０ ０ ３ １

泉 屋 工 務 店

０ ４ ８（ ８ ６ ４ ）１１ ７ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ６ ６ ）４ ８ ２ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市北区宮原町４－ ６７ －１
〒 ３ ３ １ － ０ ８ １ ２

飯 沼 工 務 店

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）３ ４ ６ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）１ ０ ８ ０

株式会社

ヤマト埼玉支店
さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 5 7 ）1 1 2 1 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 1 1 0 6

株式会社

堀田設備工業
東 松 山 市 上 野 本 9 5 1 － 2
〒 ３ ５ ５ － ０ ０ 7 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１１ ５ １ ㈹
０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１ １ ０ ７

株式会社

株式会社並木設備工業
熊 谷 市 玉 井 １ ８ ２ ３
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ２ ）６ ３ ３ ９ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ３ ）１ ０ ９ １

ソーセツエンジニアリング株式会社
熊 谷 市 広 瀬 ４ １ ６ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ４ ）５ ８ ２ １ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）４ ８ ６ ３

暑中お見舞い申し上げます

竹内セントラル株式会社
草 加 市 氷 川 町 2 1 1 2 － ６
〒 ３ ４ ０ － ０ ０ ３ 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ７ ５

不破設備工業株式会社
入 間 市 仏 子 １ ２ ０ ２ － ４
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）０ ７ ３ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）５ ５ １ ５

昭和工業株式会社
川 越 市 石 原 町 ２ － ５ ８ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － ０ ８ ２ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ １ ４ ９ ㈹
０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ ６ ６ 0

温井住設株式会社
本 庄 市 若 泉 1 － 1 1 － 3 0
〒 ３ 6 7 － 0 0 5 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ 5（ 2 3 ） 3 3 7 7
０ ４ ９ 5 （ 2 4 ） 5 4 9 1

三 郷 市 新 和 4 － 4 6 3
〒 ３ ４ 1 － ０ ０ 3 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ 5 ４ ）2 5 5 3 ㈹
０ ４ ８（ ９ 5 4 ） 2 5 5 4

入間空調株式会社
入 間 市 大 字 小 谷 田 ６ ４ ４ － １
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ２ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）０ ２ ６ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）８ ９ ２ ８

正和工業株式会社
春 日 部 市 豊 野 町 ２ － ３ ２ － １９
〒 ３ ４ ４ － ０ ０ １ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ７ ３ ６ ）６ １１１ ㈹
０ ４ ８（ ７ ３ ４ ）９ ８ ９ ０

埼玉設備工業株式会社
川 越 市 岸 町 １ － １ ５ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － １１３ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ４ １ ）４ ３ ４ ３ ㈹
０ ４ ９（ ２ ４ １ ）１ １ １ １

ユ ニ パ ック
川 口 市 西 川 口 2 － 7 － 1
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ １ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ ２

株式会社

梅 沢 水 道
川 口 市 前 川 3 － １ 7 － 9
〒 ３ ３ 3 － ０ 8 4 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ 6 5 ）7 7 3 9 ㈹
０ ４ ８（ 2 6 9 ） 0 1 7 6

有限会社

本 田 工 業
春 日 部 市 谷 原 新 田 1 4 0 4
〒 ３ 4 4 － ０ 0 3 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 3 6 ）2 9 2 9 ㈹
０ ４ ８（ 7 3 7 ） 4 3 8 1

有限会社

ＫＥＮＳＥＩ株式会社

杉 本 設 備
加 須 市 南 篠 崎 １ ０ ６ ６ － ６
〒 ３ ４ ７ － ０ ０ １７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）０ ５ ８ １ ㈹
０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）５ ４ ８ ３

株式会社

協 和 設 備
越 谷 市 大 道 ４ ７ ８
〒 ３ ４ ３ － ０ ０ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ ０ ㈹
０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ １

株式会社

磯 部 工 業
三 郷 市 東 町 ４ ６
〒 ３ ４１ － ０ ０ ３ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）４ ９ ０ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）５ ２ ８ ８

株式会社

篠 田 設 備
三 郷 市 仁 蔵 ４ ４ ８ － １
〒 ３ ４１ － ０ ０ ２ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ６

株式会社

浅 倉 水 道
川 口 市 仲 町 １ ８ － ５
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ０ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ５

株式会社

協同エンジニアリング
狭 山 市 上 奥 富 新 堀 9 7
〒 ３ ５ ０ － １３ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ４ ）６ ３ ２ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）７ ２ ９ ５

株式会社

渋谷設備工業
狭 山 市 笹 井 1 － 5 － 8
〒 ３ ５ ０ － １３ ２ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）４ ９ ６ ４ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）１ ２ ０ １

株式会社

糟谷設備工業所
所 沢 市 大 字 山 口 ２ ８ ２ ５ － １
〒 ３ ５ ９ － １１ ４ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ８ ８ ㈹
０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ６ ９

株式会社

北田設備工業
飯 能 市 大 字 双 柳 ５ － １
〒 ３ ５ ７ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ２（ ９ ７ ３ ）３ ２ ４ １ ㈹
０ ４ ２（ ９ ７ ４ ）２ ６ ９ ９

株式会社

貫 井 産 業
所 沢 市 大 字 上 安 松 ９ ０ ９
〒 ３ ５ ９ － ０ ０ ２ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ９ ３ ）０ １１ ０ ㈹
０ ４（ ２ ９ ９ ８ ）２ ２ ７ ３

株式会社 埼玉トーカイ
熊 谷 市 上 之 6 0 8 － 1
〒 ３ 6 0 － ０ ０ 1 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ 8（ 5 7 7 ）7 4 3 6 ㈹
０ ４ 8 （ 5 7 7 ） 7 4 5 6

株式会社

長沼設備工業株式会社
本 庄 市 前 原 ２ － ３ － １ ８
〒 ３ ６ ７ － ０ ０ ４ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ５（ ２ ４ ）２ ４ ３ ４ ㈹
０ ４ ９ ５（ ２ １ ）５ １ ５ ７

セイフル株式会社
深 谷 市 上 野 台 ２ ４ ２ ３ － ６
〒 ３ ６ ６ － ０ ８ ０ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）２ ４ ４ ２ ㈹
０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）６ ８ ４ ０

西 部 支 部西 部 支 部

東 部 支 部東 部 支 部

暑中お見舞い申し上げます
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北  部  支  部北  部  支  部

さ い た ま 支 部さ い た ま 支 部

電  話
ＦＡＸ

県南設備工業株式会社
さいたま市見沼区東大宮２－３１－２
〒 ３ ３ ７ － ０ ０ ５ １

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）５ ９ ４ １ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ １ ）０ ２ ６ ４

電  話
ＦＡＸ

大宮管工株式会社
さ い た ま 市 北 区 奈 良 町 １ ５ ４
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ２ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）２ １ ５ ４ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ ２ ）７ ８ ３ ３

三水冷熱株式会社
さいたま市桜区西堀１０－１２－２９
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ３ ）７ １ ５ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）９ ６ ５ ３

積田冷熱工事株式会社
さ い た ま 市 緑 区 大 門 2 6 1 9
〒 ３ ３ 6 － ０ 9 6 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 6 7 ）6 0 5 １ ㈹
０ ４ ８（ 7 6 7 ） 6 9 0 1

株式会社清水アーネット
熊 谷 市 問 屋 町 ３ － ３ － 1 2
〒 ３ ６ ０ － ８ ５ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）０ １ ２ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ６ ）６ ５ ２ ４

オ キ ナ ヤ
熊 谷 市 江 南 中 央 ２ － １ ７ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ １１ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ３ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ４ ４

株式会社

電  話
ＦＡＸ

大 ク マ 工 業
さいたま市中央区鈴谷９－１３－８
〒 ３ ３ ８ － ０ ０ １３

０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）６ ８ ６ ２ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）２ ９ ２ １

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市大宮区櫛引町１－８２３
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ５ １

深井設備工事

０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ９ ７ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ５ ０

株式会社

電  話
ＦＡＸ

ミヤザワ工業株式会社
鴻 巣 市 笠 原 １ ６ ８ ８ － １
〒 ３ ６ ５ － ０ ０ ２ ３

０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）６ ４ １７ ㈹
０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）５ ２ １ ８

ハギワラ株式会社
さいたま市見沼区深作3－ 2 4 － 3
〒 ３ ３ 7 － ０ ０ 0 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 1 ）0 2 2 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 6 9 ） 6 5 9 2

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台１－１－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

埼 玉 ヤ マト

０ ４ ８（ 7 5 7 ）2 2 0 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 2 2 1 8

株式会社

電  話
ＦＡＸ

シ ン エ イ
さ い た ま 市 北 区 本 郷 町 ２ ６ ０
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ０ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）３ ３ ６ ６ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ７ ）６ ２ ２ ９

株式会社

ア ス テ ッ ク
さいたま市桜区道場字拾石田７０９－１
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ０ ０

株式会社

オ ール ワ ン
さいたま市 見 沼 区 片 柳 1 － 1 1 6
〒 ３ ３ 7 － ０ 0 2 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 8 ） 6 8 8 8
０ ４ ８（ 6 8 5 ） 0 5 5 1

株式会社

電  話
ＦＡＸ

富士管工株式会社
さいたま市大宮区吉敷町４－１１－１
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ４ ３

０ ４ ８（ ６ ４ １ ）２ ３ ８ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ４ ４ ）６ ８ ４ ３

電  話
ＦＡＸ

上 尾 市 小 泉 ９ － ３ － １ ４
〒 ３ ６ ２ － ０ ０ ６ ３

金 子 設 備

０ ４ ８（ ７ ７ ３ ）６ ０ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ７ ７ ４ ）６ ２ ５ ７

株式会社

電  話
ＦＡＸ

アサヒ住建株式会社
さいたま市西区大字飯田新田86－1
〒 ３ 3 1 － 0 0 6 8

０ ４ ８（ 7 2 8 ） 7 5 7 6
０ ４ ８（ 7 2 8 ） 6 8 4 0

電  話
ＦＡＸ

志 木 市 下 宗 岡 ３ － ４ － ９
〒 ３ ５ ３ － ０ ０ ０ ３

細 田 管 工

０ ４ ８（ ４ ７ ３ ）７ ２ ３ ２ ㈹
０ ４ ８（ ４ ７ ５ ）２ ０ ７ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ ９ － ０ ０ 8 2

サイエイヤマト

０ ４ ８（ ７ ５ ８ ）１ ３ ０ ８ ㈹
０ ４ ８（ ７ ５ ６ ）５ ８ ８ ９

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市桜区西堀８－１２－１５
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

新研設備工業

０ ４ ８（ ８ ５ ６ ）２ ９ １１ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ １ ）５ １ ５ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市南区鹿手袋３－４－１０
〒 ３ ３ ６ － ０ ０ ３ １

泉 屋 工 務 店

０ ４ ８（ ８ ６ ４ ）１１ ７ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ６ ６ ）４ ８ ２ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市北区宮原町４－ ６７ －１
〒 ３ ３ １ － ０ ８ １ ２

飯 沼 工 務 店

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）３ ４ ６ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）１ ０ ８ ０

株式会社

ヤマト埼玉支店
さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 5 7 ）1 1 2 1 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 1 1 0 6

株式会社

堀田設備工業
東 松 山 市 上 野 本 9 5 1 － 2
〒 ３ ５ ５ － ０ ０ 7 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１１ ５ １ ㈹
０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１ １ ０ ７

株式会社

株式会社並木設備工業
熊 谷 市 玉 井 １ ８ ２ ３
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ２ ）６ ３ ３ ９ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ３ ）１ ０ ９ １

ソーセツエンジニアリング株式会社
熊 谷 市 広 瀬 ４ １ ６ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ４ ）５ ８ ２ １ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）４ ８ ６ ３

暑中お見舞い申し上げます

竹内セントラル株式会社
草 加 市 氷 川 町 2 1 1 2 － ６
〒 ３ ４ ０ － ０ ０ ３ 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ７ ５

不破設備工業株式会社
入 間 市 仏 子 １ ２ ０ ２ － ４
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）０ ７ ３ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）５ ５ １ ５

昭和工業株式会社
川 越 市 石 原 町 ２ － ５ ８ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － ０ ８ ２ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ １ ４ ９ ㈹
０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ ６ ６ 0

温井住設株式会社
本 庄 市 若 泉 1 － 1 1 － 3 0
〒 ３ 6 7 － 0 0 5 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ 5（ 2 3 ） 3 3 7 7
０ ４ ９ 5 （ 2 4 ） 5 4 9 1

三 郷 市 新 和 4 － 4 6 3
〒 ３ ４ 1 － ０ ０ 3 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ 5 ４ ）2 5 5 3 ㈹
０ ４ ８（ ９ 5 4 ） 2 5 5 4

入間空調株式会社
入 間 市 大 字 小 谷 田 ６ ４ ４ － １
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ２ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）０ ２ ６ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）８ ９ ２ ８

正和工業株式会社
春 日 部 市 豊 野 町 ２ － ３ ２ － １９
〒 ３ ４ ４ － ０ ０ １ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ７ ３ ６ ）６ １１１ ㈹
０ ４ ８（ ７ ３ ４ ）９ ８ ９ ０

埼玉設備工業株式会社
川 越 市 岸 町 １ － １ ５ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － １１３ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ４ １ ）４ ３ ４ ３ ㈹
０ ４ ９（ ２ ４ １ ）１ １ １ １

ユ ニ パ ック
川 口 市 西 川 口 2 － 7 － 1
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ １ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ ２

株式会社

梅 沢 水 道
川 口 市 前 川 3 － １ 7 － 9
〒 ３ ３ 3 － ０ 8 4 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ 6 5 ）7 7 3 9 ㈹
０ ４ ８（ 2 6 9 ） 0 1 7 6

有限会社

本 田 工 業
春 日 部 市 谷 原 新 田 1 4 0 4
〒 ３ 4 4 － ０ 0 3 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 3 6 ）2 9 2 9 ㈹
０ ４ ８（ 7 3 7 ） 4 3 8 1

有限会社

ＫＥＮＳＥＩ株式会社

杉 本 設 備
加 須 市 南 篠 崎 １ ０ ６ ６ － ６
〒 ３ ４ ７ － ０ ０ １７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）０ ５ ８ １ ㈹
０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）５ ４ ８ ３

株式会社

協 和 設 備
越 谷 市 大 道 ４ ７ ８
〒 ３ ４ ３ － ０ ０ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ ０ ㈹
０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ １

株式会社

磯 部 工 業
三 郷 市 東 町 ４ ６
〒 ３ ４１ － ０ ０ ３ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）４ ９ ０ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）５ ２ ８ ８

株式会社

篠 田 設 備
三 郷 市 仁 蔵 ４ ４ ８ － １
〒 ３ ４１ － ０ ０ ２ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ６

株式会社

浅 倉 水 道
川 口 市 仲 町 １ ８ － ５
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ０ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ５

株式会社

協同エンジニアリング
狭 山 市 上 奥 富 新 堀 9 7
〒 ３ ５ ０ － １３ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ４ ）６ ３ ２ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）７ ２ ９ ５

株式会社

渋谷設備工業
狭 山 市 笹 井 1 － 5 － 8
〒 ３ ５ ０ － １３ ２ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）４ ９ ６ ４ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）１ ２ ０ １

株式会社

糟谷設備工業所
所 沢 市 大 字 山 口 ２ ８ ２ ５ － １
〒 ３ ５ ９ － １１ ４ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ８ ８ ㈹
０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ６ ９

株式会社

北田設備工業
飯 能 市 大 字 双 柳 ５ － １
〒 ３ ５ ７ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ２（ ９ ７ ３ ）３ ２ ４ １ ㈹
０ ４ ２（ ９ ７ ４ ）２ ６ ９ ９

株式会社

貫 井 産 業
所 沢 市 大 字 上 安 松 ９ ０ ９
〒 ３ ５ ９ － ０ ０ ２ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ９ ３ ）０ １１ ０ ㈹
０ ４（ ２ ９ ９ ８ ）２ ２ ７ ３

株式会社 埼玉トーカイ
熊 谷 市 上 之 6 0 8 － 1
〒 ３ 6 0 － ０ ０ 1 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ 8（ 5 7 7 ）7 4 3 6 ㈹
０ ４ 8 （ 5 7 7 ） 7 4 5 6

株式会社

長沼設備工業株式会社
本 庄 市 前 原 ２ － ３ － １ ８
〒 ３ ６ ７ － ０ ０ ４ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ５（ ２ ４ ）２ ４ ３ ４ ㈹
０ ４ ９ ５（ ２ １ ）５ １ ５ ７

セイフル株式会社
深 谷 市 上 野 台 ２ ４ ２ ３ － ６
〒 ３ ６ ６ － ０ ８ ０ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）２ ４ ４ ２ ㈹
０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）６ ８ ４ ０

西 部 支 部西 部 支 部

東 部 支 部東 部 支 部

暑中お見舞い申し上げます
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透明
継手
透明
継手

耐火透明スマート
掃除口継手

新登場‼新登場‼

床試験後

耐火
透明継手DV

耐火
ビニルパイプ

耐火ビニルパイプ

壁試験後

中間層の樹脂が膨張し、
延焼を防止します。
中間層の樹脂が膨張し、
延焼を防止します。

耐火
ビニルパイプ

パッケージエアコン

ドレンホースなど

冷媒液管
冷媒ガス管

KCドレンパイプ・透明継手

パッケージエアコンの場合

保温材レスで施工手間を低減し、コスト縮減に貢献します！保温材レスで施工手間を低減し、コスト縮減に貢献します！

空調ドレン用結露防止層付硬質ポリ塩化ビニル管・継手

項　　目
用　　途
使用水圧
使用温度
呼 び 径

　　使用条件
空調ドレン用配管専用
無圧※

常温（5℃～35℃）
20～65

特　 長特　 長

NEW!
呼び径65

KC KC 透明継手透明継手

４４ 透明継手なので
接着確認が
目視で可能

保温工事が不要11 ドレン配管工事＋保温工事を
１回の配管工事で可能

３３ 初期コストの縮減が可能

22 保温材を巻かないので勾配が取り易い

特　 長特　 長 従来施工との比較

使用範囲使用範囲
※１m以下のドレンアップ部
　を除く。

建物用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管・継手

硬質ポリ塩化ビニル樹脂
（膨張黒鉛入り）

KC耐火透明継手DV（TF-DV）

３層
構造
３層
構造

KC耐火ビニルパイプ（TF-VP）
硬質ポリ塩化ビニル樹脂（難燃剤入り）

カラータフダイン
ブルー150N
接着剤

KC耐火透明継手DV（TF-VP）KC耐火
優れた特長を備えた耐火ビニルパイプ・継手で耐火排水管路を実現！優れた特長を備えた耐火ビニルパイプ・継手で耐火排水管路を実現！

 

東京本社 〒104-8307 東京都中央区京橋二丁目１番３号  TEL 03-3245-3085

粘度150mPa・s

11 VP管と同じく切管・接合がしやすい

３３ 透明継手なので
接着確認が
目視で可能

22 材料費、施工費のトータルでコスト縮減が可能

粘度150mPa・s粘度500mPa・s

カラータフダインブルー接着剤

（TF-DV）

省スペース
と

施工性アップ

（KCD-P） （KCD-F）（KCD-F）
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広報委員会　大澤　一郎

暑中お見舞い申し上げます。
会報『風と水と』80号発行にあたりご協力を頂

いた皆様に厚く御礼申し上げます。
梅雨が明けて、息つく間も無くこの酷暑みなさ

まいかがお過ごしでしょうか？ 『過去120年で最も
暑い』『地球上12万年ぶりの暑さ』(いったい12
万年前にどのように計測したのだろう？と思います
が……)と猛暑日が続く中、さらに暑さが増しそう
なニュースが続いています。

会員のみなさまで、外作業をする方は特に水分
補給は勿論の事、塩分補給や仲間同士の声を掛
け合うゆとりと気遣いを忘れずにこの夏を乗り切り
ましょう。

盆栽にはさまざまな魅力が存在します。盆栽は小さな鉢に植物を植え、その中で自然美や壮大さを表現するものです。
ただし、盆栽を植えた際に完成するのではなく、年月の経過とともにさまざまな変化を遂げていきます。これは、日本
の四季がもたらす独特の魅力だといえるでしょう。また、盆栽は、自然美と造形美が融合したアートと捉えることも可
能です。盆栽と鉢が調和することで、他にはない奥深さを表現できます。日本ならではの侘び寂び文化を表現するもの
でもあり、日本人のみならず外国人の中にも魅了されている人が増えているほどです。

やはり盆栽の楽しみ方としては、育てることもあげられます。盆栽は植物なので、手入れの仕方によって美しい姿に
育っていきます。すでに盆栽として整えられたものを買って育てるのもひとつの方法です。また、本格的に盆栽に取り
組みたいなら、種や苗から盆栽を育てることもできます。

盆栽は奥深いものであり、さまざまな深い魅力が存在します。そのため、知れば知るほど興味が高くなっていくでしょ
う。

是非みなさまも、これを機にはじめてみてはいかがでしょうか。

盆栽シリーズ

盆栽のすすめ
一般社団法人日本盆栽協会　大澤　規郎（富士管工㈱）

【シンパク（真柏）】




